
科目区分：初等教育コース 専門教育科目

授業科目名：小学校サブコース演習合唱（２）

小学校サブコース演習

音楽教育講座：楠 俊明

１．授業の目的 授業の大まかな日程構成は次のように計画

授業の目的は、「卒業研究に必要とされる した。

専門分野の知識や技能等に関わる基礎的な事 １次 オリエンテーション

項について学ぶ。」である。 ２次 自分の音楽への思いと課題の考察

３次 音楽のレポートや読書

２．授業の到達目標 ４次 附属小学校への授業参観

○ 卒業研究に向けて、関心のある領域・分 ５次 まとめ

野に関する予備的・基礎的な知識を修得し、 上記のように計画をして、教育実習との日程

説明することができる。 を鑑みて授業を進めていった。

○ 卒業研究に向けて、関心のある領域・分

野に関する予備的・基礎的な技能を修得し、 ５．授業の実際

実践することができる。 ① オリエンテーション（１時）

○ 主体的に学習に取り組むことができる。 この授業の内容と上記の進め方を説明して、

今の音楽に関する趣向や専門等についての話

３．授業の位置づけ 合いを行った。

小学校サブコース演習は後期開講、来年度 二人ともサクソフォーンを演奏していて、

の卒業研究のための本研究室ゼミ生３回生２ 小学校教員を目指したいと考えており、共通

名の受講生である。 点が多いことに話題は盛り上がった。しかし、

授業概要は次の通りである。 卒業論文の話を進めると座は停滞し、しっか

りと準備をしていかなければならないと感じ

主としてゼミ形式により、関心を深めた た。先輩方の卒業論文を見せ、その思いをそ

い事柄や問題意識等を整理するための予備 れなりに発表させた。まだ二人とも思いは曖

的・基礎的な課題研究を設定し、研究方法 昧で、しっかりと考えて今年度末までには決

・研究の検討・実践等を通してその解決を めていこうとまとめた。最後に、来週からの

図る。その際、まとめとして研究レポート 音楽書を探しに資料室等の説明をしてオリエ

を作成し、卒業研究に向けての展望が明確 ンテーションを終えた。

になる。 ② 音楽書講読とレポート（２～５時）

音楽書を読んでそのレポートをする活動を

進めた。それぞれが興味のある本を選択して

４．授業の概要と計画 その内容から面白いところをレポートする活

授業は大きく４つに分けて行うと説明して、 動から始めた。始めは、読んだ感想を述べ、

ゼミ形式を中心に進めていった。 それに対する質問をして、内容を共有化する

① 卒業研究に向けての自分の研究内容を ことから始めた。

話し合う。 二人が選択した本は次のようなものである。

② 先行研究や音楽書等を熟読し、その内 「フィンランドの教育力－なぜ、ＰＩＳＡで

容をまとめて説明する。 学力世界一になったのか－」

③ 好きな音楽を分析し、その説明ができ 「統合保育・教育現場に応用する音楽療法・

るようなレポートを書き上げる。 音あそび」

④ 小学校の音楽の授業を参観し、実習で 「音楽は何語？日本人はクラッシック音楽を

経験できなかった学びを経験する。 どう把握するか」



「日本童謡音楽史」

などである。

音楽書の話ができるようになって、それを

レポートとしてまとめてくる活動に入った。

二人のレポートを記載する。

Ｂ学生の一回目のレポート

Ａ学生のレポートの一部

Ａ学生は始めからしっかりと内容を要約し、

分かりやすく説明することができた。それぞ

れの質問にもしっかりと答え、文章で表現す

ることに慣れているようであった。

Ｂ学生は一回目はどのようにまとめるのだ

ろうかとつぶやきながら、レポートを持って

きた。順番にうまくまとめているが、Ａ学生

のまとめ方を見て、次は違う方法でまとめて

いこうと話していた。Ｂ学生の二つのレポー Ｂ学生の二回目のレポートの一部

トを記載する。二つ目は項目をたててしっか

りとまとめることができている。



③ 楽曲分析とレポート（６～８時）

音楽書のレポート作成を終え、自分の好き

な音楽を文書でレポートする活動に入った。

それぞれが好きな音楽の話をしながら、楽譜

とレポートを使って説明することができてい

た。この活動は二人ともスムーズに進めるこ

とができていた。自分の好きな音楽と言うこ

とと、サクソフォーンを弾いて様々な活動に

参加しているため、経験を元にまとめること

ができたようである。その一部を記載する。

スコアでの楽曲分析

④ 附属小学校での授業参観と支援

（９～１３時）

二人とも教育実習では、低学年担当であっ

たため、高学年の様子を感得することも卒業

論文を考えていく上では重要である。小学校

の校内音楽会「わくわくコンサート」に向け

ての授業に参加させてもらえることになり、

４～６年生の授業参観と支援に入ることがで

きた。内容は次の通りである。

楽曲分析レポート ・４、５年のクラス合唱練習の参観

この曲に対する思い入れが高いため、音楽 ・６年の学年合唱練習の参観

用語を使ってしっかりとレポートできている。 ・６年の合奏練習の個人練習での支援

スコアにも説明を入れて、音楽的に重要な部 ・「わくわくコンサート」の運営支援

分を自分なりの解釈で話すことができた。質 高学年の対応に戸惑いながらも、自分の経

問にも丁寧に答え、楽曲分析のゼミは楽しく 験をもとに楽器指導に当たっている姿が印象

行うことができた。その際の、スコアも記載 的であった。演奏が苦手な子にどのように教

する。 えるかを創意工夫しながら取り組んでいた。

また、その発表の場である「わくわくコンサ

ート」の運営では会場係を担当し、楽器の配

置等、しっかりとその役割を果たしていた。

先生チームの合奏発表にも参加し、小学校校



内行事の運営をしっかりと経験することがで どのように進めていくかを話し合った。その

きた。その学びから二人は低学年と高学年の 際の案を提示する。

違いについてレポートを書くことができた。

卒業論文に向けての構想

二人ともお互いの構想を話し合いながら、

出てきた問題点はどのようにエビテンスを考

えるかであった。データの変化や整合性、ア

ンケートの是非等の支援を行いながら、構想

附属小学校参観後のレポート 案をまとめるゼミを終えた。「授業参観に行

きたい」や「よさこい祭りを見に行きたい」

⑤ 卒業研究に向けて（１４時） など、話は楽しく進んだが決定はできなかっ

音楽書や楽曲のレポート、小学校の参観と た。４回生の卒業論文発表会をきいて、４月

授業支援を行い、来年度に向けての論文の構 には決定して進めようとゼミを終えた。二人

想をまとめるためのゼミを行った。その段階 ともしっかりとした構想があり、自分と音楽

での案を話し合いながら、それぞれの論文を との関係について、さらには小学校教諭を目



指しての未来についても話し合いができた。 できた。小学校教諭を目指す二人にとっても

⑥ 卒業論文発表会参観（１５時） より良い経験となったはずである。

来年度に向けて卒業論文を作成していくた

めに、最後は先輩の卒業論文発表会を参観さ ７ 終わりに

せた。二人とも、それぞれの論文に対して質 卒業論文を書くまでに必要なことを全て学

問することができた。これで、この講座は終 習することはできなかった。特に、データ収

了したが、この発表参観を元に、来年度に向け 集の方法やその考察等についての学習が不足

ての自分の思い等をまとめさせた。 していたと考える。しかし、最後のまとめに

書かれてあるように、エビデンスの重要性を

しっかりと捉えているので、４月から更なる

学習を進めたい。ただ、小学校教諭を目指す

二人にとっては、実習では体験できなかった

高学年の授業を体験でき、論文内容を考える

ヒントとなったことは間違いない。また、二

人でのゼミであったため、お互いの意見の相

違点や共通点を考えながら進めることができ

たことが大きな収穫であった。体験学習を盛

り込みながら論文を書くための学習を進めて

いけるよう、更なる授業の工夫を図りたい。

まとめレポート

６ 地域とのつながり

卒業論文の企画のための授業であるため、

地域との連携は難しいが、附属小学校の校内

行事「わくわくコンサート」の運営支援を行

うことができた。６年生の合奏の授業では参

観だけに止まらず、パート練習の支援を行う

ことができた。子どもたちもできるようにな

ると喜んで練習したり、質問してきたりして、

授業が活性化したようである。また、その音

楽会では、受付の保護者対応や楽器準備等、

学校行事の運営に参加させていただくことが




